
聖　餐　礼　拝聖　餐　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（8月 8 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　8月 15 日の 15時～ 16時には、全国、世界
の各地で ZAWAMEKI 同刻プレイズが行われ
ます。 毎年、8月 15 日と 12月 25 日に 2回行
われていますが、どちらとも最も暗闇が深くな
る日です。
　8月 15 日は、日本ではお盆という先祖崇拝
の呪術的な日であり、また、第二次世界大戦の
終結の日で、「慰霊」という誤った礼拝が全国
で捧げられる日です。 私は、同刻プレイズに６
～７年前から参加していますが、最初の頃は 1
人で公園でCDをかけながら賛美していまし
た。 クリスチャンの友達と 2人で、家族と友達
と・・と少しずつ増えていき、今では、教会の
会堂でさせていただけるようになり、教会の兄
弟姉妹と力強い賛美をささげることができて、
感謝です。
　嬉しいのは、教会の子どもたちも一緒に、楽
器を持ち、踊りながら賛美してくれることです。 
80 代の母も一緒に賛美して、4世代に渡る賛
美が捧げられることになります。 
今年は特に、戦後 70年という意味深いこの日
に参加できることを感謝します。 詩篇 8篇 2節
に、「あなたは幼子と乳飲み子たちの口によっ
て、力を打ち建てられました。それは、あなた
に敵対する者のため、敵と復讐する者とをしず
めるためでした。」とあるように、主が賛美を
通して大きな勝利を約束されていることを感謝
します。  

ルカ15～21章  水 18金20

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　ルカによる福音書 9 章 51 節よりエルサレムへの道
として書かれています。その直前に弟子たちがイエス
は救い主であることを告白しています。ここからイエ
ス様の方向があきらかに変わっていきます。13 章～
17 章は①神の国の民への招き、②捜し求めて救い神、③
富と神の国、④対人対神関係について教えられていま
す。17 章の後半～ 18 章については神の国の到来につ
いて書かれています。19 章からはエルサレム入城が書
かれ、いよいよ十字架への道が書かれていきます。ル
カ 13：24 に「努力して狭い門から入りなさい。」と書
かれています。努力とは「戦う」という意味もあります。
ルカは私たちが信仰生活を送っていく中で狭い門から
入り続けるために努力、戦いなさいと表現しています。
ルカはほかの福音書の記事にはない言葉を使い、信仰
生活を送る私たちのために書き残してくれました。パ
ウロと一緒に宣教の働きに同行していたルカならでは
の表現のように感じます。パウロの信仰姿勢、書簡な
どから信仰生涯を走り抜くためにも努力、戦いが必要
であることを学び、後世に伝達する必要性を感じた故
ではないかと思います。私たちの日々の生活の中で夢
に向かってまっすぐに進んでいきましょう。

通読のツボ

TESTIMONYTESTIMONY
月 15日の 15時～ 16時には、全国、
地で ZAWAMEKI 同刻プレイズが行

15：00~

15：00~

15：00~

15：00~

6：00~

6：00~早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

19：30~

早天祈祷会6：00~
19：00~

19：30~

19：30~

6：00~ 6：00~

6：00~

15：00~

15：00~

富岡喜千朗

花房洋子

西嵜真由美

西嵜璃愛

山本桂子

平澤一浩
山本淳平

秦野利昭

廣田彩香

馬場孝太朗

岡洋子

淡中哲郎

高橋司

澤口建太

石川美弥

斉田裕子

平澤初実

澤口来海
佐藤ひふみ

87
6：0000 ~

6

澤口建太
平澤初実

5
早天祈祷会6：0000 ~

19：3033 ~

4
15：0000 ~

秦野利昭
馬場孝太朗

32

淡中哲郎

8/131
6：0000 ~

30292726 28
15：0000 ~ 早天祈祷会6：0000 ~
19：0000 ~ 15：0000 ~

山本桂子岡洋子 山本桂子

（要約者：全本　みどり）

「神様の最高傑作」

　　笑顔･･･
宣教９２年を迎える私たちの教会は「ゆりかごから
天国まで笑顔はじける教会」をモットーとしていま
す。笑顔は自分を幸せにするだけでなく他の人も幸
せにできます。聖書には「いつも（主にあって）喜
んでいなさい。」とあります。私たちクリスチャン
はどんな時でも笑顔でいられる理由がちゃんとあり
ます。イエス様はいばらの冠をかぶり、鞭で打たれ
て血だらけのボロボロな姿で十字架にかかられ亡く
なられたのは事実です。けれど、聖書をよくよく読
むと「私もこうやって十字架にかかって苦しみ、痛
み、悲しんだのだからあなたがたも同じようにしな
さい。」なんてイエス様は言っておられません。「あ
なたの悲しみのために私は悲しみ、あなたの痛みの
ために私は痛み、あなたの苦しみのために私は苦し
んだよ。私が十字架にかかったのだからあなたがた
はもう苦しみ、痛み、悲しまなくていいよ。あなた
には笑顔でいてほしいんだよ。」と神様は願ってお
られることを信じます。

　　教会に来ると…
創世記でアダムが最初にしたことというのは神様が
造った動物に名をつけることでした。名をつけるこ
とというのは大きな意味があるのです。その名を通
して夢を描くようにしているのです。ですから夢を
描くことをしなくなったら私たちの目的が果たされ
ていないことになります。それができていなければ、
敵である悪魔に奪われてしまっただけです。今日か
ら取り返して夢を描いていきましょう。時折、夢が
描けないようなことが起こるかもしれません。教会
きたのはそのような状況の時に神に創造された姿へ
戻るためなのです。
　　 ①初めに恵みありき！（ｴﾍﾟｿ4：2- 5）
私たちは神様が造られた最高傑作（英語でﾏｽﾀｰﾋﾟｰｽ）
で、色々なことができるように神様は私たちを整え
て下さって造ってくださったのですが、まず知って
おかなければならないことは「初めに恵みありき」
だということなのです。救いは行いによるのではな
いということをまずはじめに知って下さい。まず、
神様からの一方的な恵み、愛によって救いのプレゼ
ントが与えられているということです。プレゼント
をもらう時、私たちは支払をするでしょうか？ただ
感謝して「ありがとう。」と受け取るだけですよね。
　私たちの心の中がすべて写るレントゲンがあった
らどうでしょう。困ると思いませんか？私たち人間
は生まれた時から自己中心です。これは私たち人間
が自分を最高傑作として造って下さった神様を無視
して自分勝手に歩んだ結果です。かわいい赤ちゃん
が「お腹すいた」「おむつ替えて」「眠たい」から泣
くというのもよくよく考えたら自己中心でしょう。
それが大人になると本音を隠すのが上手になるだけ
で、心の中の自己中心は全然変わっておらず更に妬
みや恨み…といったものが増えているのです。心の
中の問題は見えないから、隠されているから何か隠
せ通せるように思えるのですが、どこかで必ずボロ
が出てしまい、その結果を自分で回収しなければな

らないその時が来るのではないでしょうか。私たち
は心の中を解決しなければなりません。けれど、そ
れは自分自身ではできません。内臓に癌ができた時
に外科的な手術ができる医者が必要なように、心の
中にメスを入れてくれる医者が必要なのです。それ
ができる医者はイエス様だけです。イエス様は心の
中にメスを入れて下り、おどろおどろしく汚い自己
中心という罪を全部取り除いて癒し、救って下さる
お方であることを感謝します。

　　②信仰によって救われた！（ﾍﾌﾞﾙ11：6）
神様からの一方的な恵みと愛によって目の前に置い
て下さった「救い」というプレゼントを自分のもの
とするためには唯一の条件があります。それは「あ
りがとうございます。」と自分の手で受け取ること
です。神様は愛のお方、恵みのお方なので無理矢理
心の中に土足で入るようなことはなさいません。神
様は私たちの心のドアをノックまではします。私た
ちが自分の手で心のドアを開けてプレゼントを頂く
決断をすることが信仰です。そうして神様からのプ
レゼントを受け取ったその瞬間に救われるのです。
この自分の救われた原点をもう一度しっかりと再確
認しましょう。

　　神様の作品らしく歩もう！
神様は良い行いを私たちに備えて下さっています。
もう一度言いますが、行いは救いの条件ではありま
せん。プレゼントを受け取った瞬間に救われている
ということを絶対にはき違えないで下さい。神様は
私たちを最高傑作の素晴らしい器として造って下
さっています。自分と同じ顔の人は一人もいません。
皆んな違うのです。だから比べる必要はありません。
「あの人はあんなことができて素敵！私はこんなこ
とができるから感謝します！」なのです。神様の作
品として造られた私たちは何もできない人なんて一
人もいません。ご高齢の方も礼拝に来ていることだ
けでも素晴らしく、神様は喜んで下さっています。
礼拝は奉仕の最高の頂点ですから。また病気等で「祈
ることしかできない」とか「車で迎えに来てもらわ
ないと礼拝に行けないから申し訳ない」と思われる
方、とんでもないです。牧師のため、教会のために
祈って下さっているこんなありがたいことはない
し、車の迎えだってそんな役目を誰かに与えて下
さっているのです。神様は私たち一人一人の個性・
性格・能力…すべてのものを整えて下さって最高傑
作として造ってくださっていることを感謝します。
私たちが神様が造られた目的と心に従って歩んでい
く時、周りの人が「あなたをこんな風に輝かせる神
様って素敵ね！」と言ってもらえることを想像して
みてください。最高の幸せじゃないでしょうか！　
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